








別記様式（第 14 条関係） 

 
 

      令和６年１２月 11 日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名    子ども家庭応援部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14 条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画策定について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

第２期計画での取り組みでの成果と課題、子育て家庭の子ども・

子育て支援に関するニーズなどを踏まえ、第３期岸和田市子ど

も・子育て支援事業計画の策定について岸和田市子ども・子育て

会議から答申を受けたことに伴い、付議をお願いするもの。 

説明者 
（部長は説明者に含まな

い。） 

子育て支援課 鈴木課長、岡本調整参事 

子ども家庭課 青田課長 

子育て施設課 津田課長 

こども園推進課 山田課長 

教育総務課 柿花課長 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 個別目標

個別目標の方向性

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

4,400

1,326

233 794 477 635 794 635 794

1,559 5,194 477 635 794 635 794

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

477 635 794 635 794
        

★当該事項に関連する人員増の必要性 ※

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

★取組の効果を表す指標

単位 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

① ％ 27.8 31.0

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

目標値

指標名

岸和田は子どもを産み育てやすいと感じ
ている市民の割合

付議会議

付議事項

令和６年度　　第８回会議

第３期岸和田市子ども・子育て支援事業計画策定について

無

実施中の取組及び予定する事項

岸和田の次世代を育むまち

安心して子どもを生み、育てられている

② 妊娠を望む家庭や子育て家庭の不安解消、経済的負担の軽減を進める

子育て家庭が安心して相談できる場や機会の提供、子育て情報の発信を行う

第３期子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料

市民アンケート調査票郵送料

（コードは「将来ビジョン・岸和
田（体系）」シートを参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

対象 市民

どのような
状態を目指す

子育て家庭が働きやすい環境をつくり、少子化の改善につなげるとともに、次世代を担う子どもたちへの教育的支援を充実させる
など、保育・教育環境の向上を図り、「岸和田の次世代を育むまち」の実現を目指す

1010201

計

3,335

●現状
・現行第２期計画期間における０～５歳児童数は、令和２年度8,793人から６年度7,938人と大きく減少
・一方、世帯数は増加し、核家族化が進行
●課題
・すべての教育・保育施設等の整備や更なる子育て支援事業など子育て支援の質と量の充実
・改正子ども・子育て支援法により、新たに追加された地域子ども・子育て支援事業の着実な実施

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

岸和田市子ども・子育て会議委員報酬等

第３期子ども・子育て支援事業計画中間年の見直し


